　　　　　　　　　　　大学奪還学生行動　１０．５
今日は何より１０月１日の反原発熊取行動の総括をやりたい。そして今後どうやって運動をしていくか考えたいと思います。

①反原発熊取行動

１０月１日、放射線医学研究所・島田義也の講演会中止を求めた行動。

島田義也について…(ビラ参照)

大阪の熊取にある京大原子炉実験所で行った。

１１時より原子炉近くの公園で集会。

それぞれの学生が福島の現実と向き合って発言。「配られたパンフレットに福島のことが一切かかれていない」「福島の人たちの前でこんな講演会ができるのか。自分達の大学だ。学生の力で阻止しよう」基調では福島の声を一方的におしとどめる今回の講演会が大学自治、ひいては学問そのものの問題であることを明らかにした。（資料参照）

１１時半より原子炉直撃デモ

１２時～講演会に入れろ！

デモ後の動き

○まずデモが終わったあと、講演会の動向がどうなったのか実験所まで確かめにいった。

講演会は行われる旨を伝えられる。残念！せめて講演会に出席して島田義也の真意を問いたい。

しかし、朝１０時から並んで入手した講演会の整理券は使えない、と職員が言い出す。

昼から新たに整理券をまくというのだが一向に撒き始めない。

そうこうしている内に、ある職員が新しくやってきた他の来客にこっそり整理券を渡していることが判明。

怒り心頭

· なぜ自分たちは入れないのかを問うと、「講演会の中止を求めるようなデモをやる人は会を混乱させる可能性がある」と対応。

混乱がおこることで不快な思いをする人が出るかもしれない、と。

こっちは不快どころの騒ぎではない。

デモが終わっているのにどんどん警察があつまってくる。構内にまで入ってきている。

集まった学生に対して「講演会を乱す人」と特定している根拠を問いただす。

○警察は高橋副所長が呼んだ。デモ行進あり、という情報が熊取町から入り、掲げているスローガンからして政治的色合いがあるのではないかと考えた。

警察車両の入構は高橋が事前に承知していた。

駐車場は大学構内では特別な場所でいいとおもっていた。絶対よくないと認めさせる

これは思想弾圧ではないのか。「特定の意見について差別はしているが、思想弾圧には当たらない。」むこうは講演会の開催については一歩も引かず。

島田講演会の内容

○○くんが窓越しに目盛ってくれたのでできれば発表して欲しい。

②情勢　

世界中で社会変革の活動が始まっている。今は大恐慌の時代！人として必然の怒り。

●ウォール街でのデモ。格差社会に対する怒り。

「一人逮捕されたら二人集まれ。」

「この土地は一部の特権階級のものではない。俺たちが占有する」

７００人の逮捕。まだウォール街に戻っている。全米に拡大。

●日本経済…

超円高に対応できない企業続出。

基軸通貨ドルの崩壊。輸出マネーをめぐって通貨安競争が始まっている。

日本最大の労組、連合の破綻。原発路線のジグザグ。

組合員の減少。680万人
。闘わない労働組合は愛想をつかされる時代。

③申し入れを出そうと思っています

○○くんが作ってくれたので発表お願いします。

そしてこの申し入れを中心に議論を。現地にいった人はあらためて感想を。

④方針

実は京大原子炉実験所の副所長と所長が10月1日の対応に対して謝罪しに吉田キャンパスまでくるそうです。副学長も含めた全学団交にしたい。

１０・１７京大キャンパス集会。放射能から子ども達を守る福島ネットの等々力さんが来て講演してくれます。

10． ２１福島大・福島県立医科大包囲行動。御用学者を追い出そう！

11． ６反原発反失業の集会・デモに大学自治を貫く立場で登場しよう！

